
2022.7.28

№84

かつやま

議会だより
審 議 結 果……………P２
委員会報告……………P３
一 般 質 問……………P５

6月定例会報告



定例会審議結果一覧
■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

議案番号

議 案 第 １ 号

議 案 第 ２ 号

議 案 第 ３ 号

議 案 第 ４ 号

議 案 第 ５ 号

議 案 第 ６ 号

議 案 第 ７ 号

議 案 第 ８ 号

議 案 第 ９ 号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

★議案第１４号

★意見書案第１号

★意見書案第2号

付託委員会

予 算

建 設 産 業

建 設 産 業

総務文教厚生

総務文教厚生

予 算

予 算

建 設 産 業

総務文教厚生

総務文教厚生

建 設 産 業

－

－

－

－

－

議決結果

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

承 認

承 認

承 認

承 認

可 決

可 決

同 意

同 意

可 決

可 決

可 決

議　　　　案　　　　名

令和４年度勝山市一般会計補正予算（第２号）

令和４年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度勝山市水道事業会計補正予算（第１号）

損害賠償の額を定めることについて

勝山市介護保険条例の一部改正について

令和３年度勝山市一般会計補正予算（第８号）に関する専決処分の承認を求めること
について
令和４年度勝山市一般会計補正予算（第１号）に関する専決処分の承認を求めること
について
令和３年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第４号）に関する専決処分の
承認を求めることについて
勝山市税条例等の一部改正に関する専決処分の承認を求めることについて

勝山市過疎地域持続的発展計画の策定について 

［改定］勝山市都市計画マスタープランの策定について

勝山市教育委員会委員の任命について

勝山市固定資産評価員の選任について

勝山市議会議員定数条例の一部改正について
保育所等の最低基準（職員配置・面積基準）と保育士の抜本的な処遇改善を
求める意見書について
ケア労働者の賃上げと処遇改善を求める意見書について

受理番号

陳 情 第 １ 号

陳 情 第 ２ 号

付託委員会

総務文教厚生

総務文教厚生

議決結果

採 択

採 択

要　　　　　　　　旨

「すべてのケア労働者の大幅賃上げを求める意見書」の採択を求める陳情書

保育所等の最低基準（職員配置・設備の面積基準）と、保育士の処遇の抜本的な
改善を求める意見書の提出を求める陳情書

　令和３年度の政務活動費について、会派ごとの支出
状況を報告します。
　令和３年度は、議員１人当たり月額３万円、総額
５７６万円の政務活動費が交付されましたが、新型
コロナウイルス感染症の影響により活動が制限された
こともあり、約２２６万円が未使用額として市に返還
されました。
　　　　　　　　

※０円の会派は、預金利息の発生しない決済用預金口座
で管理しています。なお、政務活動費取扱預金利息に
ついても市に返還しています。

令和3年度政務活動費
各会派の収支状況 政 務 活 動 費

預 金 利 息 ※
合　　計

調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請･陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

合　　計
政務活動費充当上限額
残 　 額 （ 返 還 額 ）
預 金 利 息 返 還 額

新風会･公明
７名

2,520,000円

0円

2,520,000円

0円

20,380円

1,061,779円

0円

62,180円

0円

136,352円

579,783円

0円

0円

1,860,474円

1,860,474円

659,526円

0円

市  政  会
４名

1,440,000円

4円

1,440,004円

0円

0円

218,204円

0円

0円

1,000円

115,581円

323,680円

0円

0円

658,465円

658,465円

781,535円

4円

市民の会
３名

1,080,000円

0円

1,080,000円

0円

0円

230,024円

0円

0円

4,680円

69,281円

74,400円

0円

0円

378,385円

378,385円

701,615円

0円

日本共産党
２名

720,000円

3円

720,003円

2,650円

0円

339,771円

0円

0円

0円

93,691円

163,168円

0円

0円

599,280円

599,280円

120,720円

3円

支

出

収
入

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

乾
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俊

山
田
安
信

帰
山
寿
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松
山
信
裕

丸
山
忠
男

下
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惠
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栄
紀
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牧
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郎

吉
田
清
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久
保
幸
治
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間
清
一

冨
士
根
信
子

安
岡
孝
一

中
山
光
平

松
本
聖
司
郎

反
対
票

賛
成
票

総
投
票
数

議　 案　 番　 号

議 案 第 1 4 号

投票数

議長15 12 3 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ××

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）
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 ◆ 勝山市介護保険条例の一部改正について
　新型コロナウイルス感染症の影響により収入
の減少が見込まれる場合等における保険料の
減免申請書の提出期限について、令和４年度に
おいても引き続き特例を定めるために、本案が
提出されました。
　委員からは、申請書提出とあるが、行政から
各個人にその旨のお知らせはできないのかとの
意見があり、理事者からは減収かどうかの把握が
できないため個別告知はできないが、広報等で
制度改正をお伝えしたいとの回答がありました。

 ◆ 勝山市立保育園、幼稚園のあり方
　 検討委員会について
　今年度に公立の保育園・幼稚園の今後のあり
方を協議する検討委員会を設置するとの説明が
ありました。　
　現在、勝山市立保育園は平泉寺保育園と野向
保育園の２園、勝山市立幼稚園は成器南幼稚園の
１園のみで、入園者数は十数名とのことでした。
　委員からは、公立のみの検討委員会ではな
く、私立も含めた会議が必要ではないかとの意
見があり、理事者からは勝山市子ども・子育て

　審査の結果、議案４件について全て可決および
承認し、陳情2件を採択としました。

● 総務文教厚生委員会

常任委員会報告

支援審議会など以前から市内全保育園・幼稚園
の園長会議で話し合ってきているとの回答があ
りました。

 ◆ 中学校再編準備委員会の進捗等について
　これまでに２回の再編準備委員会、その間に
は各専門部会、ワーキングチーム会議が行われ
ています。各専門部会の審議内容は、最終的に
再編準備委員会で報告されて意見交換等が行わ
れており、委員会では第２回再編準備委員会の
報告を中心に説明を受けました。
　理事者からは、再編準備委員会の冒頭で基本
計画にある新中学校を勝山高校の敷地内に建設
し、中高連携を進めていくことについて委員から
意見を求め、この方針で協議を進めていくこと
を確認し、現在は中高連携や生徒玄関の位置、
共用する特別教棟、部活動、スクールバスなど
の協議が行われ、課題の洗い出しなどを進めて
いるとの説明がありました。
　委員からは、協議内容や事前の情報公開など
による各団体からの幅広い意見の集約など多く
の意見が出されました。今後も協議が行われ、
基本計画策定を進めていくとのことでしたの
で、随時、市議会への報告を求めました。

 ◆ 上下水道料金の請求方法の変更について
　現在の上水道料金２か月分と下水道使用料２
か月分を隔月交互に請求する方式を、上下水道
料金１か月分を毎月同時に請求する方式に変更
したいとの説明がありました。
　委員からは、請求方式の変更に関する周知を
徹底してほしい、また経過措置については、使
用される水量が少ない時期に実施するなど、使
用者の負担が大きくならないよう配慮してほし
いとの意見が出され、理事者からは再度検討し
たいとの回答がありました。

 ◆ ［改定］勝山市都市計画マスタープランの
　  策定について
　平成15年3月に策定（平成23年3月改定）した
勝山市都市計画マスタープランを、第6次勝山市
総合計画等との整合を図るためや勝山市の特長
を生かし、これまで以上に安全に住み続けられ
る地域づくりや活力ある持続可能なまちづくり
をより効果的・効率的に目指すために改定する
ものです。
　委員からは、無電柱化を組み込めないかとの
意見がありましたが、理事者からはかなり負担
の大きい事業となるため、今回の計画には組み
込んでいないとの回答がありました。

　審査の結果、議案４件について全て可決および
承認しました。● 建設産業委員会
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● 予算委員会

　令和４年度一般会計補正予算（第2号）6億
9,839万2,000円および令和3年度勝山市一般
会計補正予算（第8号）に関する専決処分、令
和4年度勝山市一般会計補正予算（第1号）に
関する専決処分の承認を求めることについて審
査を行い、予算案については可決、専決処分に
ついては承認することに決しました。
　新型コロナ感染症対応地域経済対策関係予算
の審査において、「かつやまっ子元気応援臨時
給付金給付事業費」､「学生応援臨時特別給付金
給付事業費」､「原油価格高騰対策事業費」など
家計を直撃する重要予算には、委員から多くの
意見が出されました。

バス・タクシー無料利用券  再実施決定！　　　　
①令和４年度中に満６０才以上になる方や妊産

婦、令和３年４月２日以降に出産した方、身体
障害者等の手帳をお持ちの方を対象に１人当
たり４，０００円分を配布したい。（予算は利用
予定人数の４０％分で１，７６０万円）

②えちぜん鉄道を利用して訪れた観光客等に
タクシーの初乗り運賃無料券を配布したい。
（予算５８０万円）

委員：①の予算の積算根拠４０％はどんな理由
からか。今回は来年３月までの利用期間の
ため、利用人数が増えるのではないか。

理事者：令和３年度実績の約４０％弱を基に
算出した。予算を超えて利用があった場合は
再度補正をお願いしたい。

委員：②のタクシー初乗り運賃無料券は、１人
に１枚配布するのか。

理事者：１人でも４人でも１台につき１枚
（初乗り５８０円分）を配布したい。

委員：使用したタクシー券の市内での波及効果
を調査できないか。

理事者：タクシー会社において本券の使用実績
は分かるが、波及効果の調査は難しい。

法恩寺山有料道路無料化記念イベント　　　　
　観光ＰＲ魅力アップ事業費として、法恩寺山
有料道路の無料化を記念し、ドライブシアター
や打ち上げ花火を実施するために800万円の補
正予算が組まれました。
　この有料道路は、１０月１日から勝山市の市
道となり、これまで県の公社が行ってきた道路
の維持管理を勝山市が行うことになります。
２，０００万円近い除雪費用に加え、道路維持
管理費用の発生も予想されることから、これま
での議会への報告では維持管理費用についての
議論も多く交わされました。
　今回の補正に関して、委員会では１０月１日を
記念日とすることの是非や約３００万円のドラ
イブシアター（車の中で見る映画）の企画、さら
には打ち上げ花火など１日で終わる観光企画と
して総額８００万円の予算は多いのではという
意見とともに、ささゆり利用補助券や広告宣伝
費などに充てたらどうかとの意見があり、理事
者からは検討したいとの回答がありました。

常任委員会報告

かつやまっ子応援！  ６万円を支給　　　　
　コロナ禍において物価高騰に直面する子育て
世帯の学校給食費、お弁当、材料代などの負担を
軽減したい。また、若い学生が安心して学業に
取り組み、継続して修学できるよう１人当たり
６万円を支給したいとの説明がありました。
委員：子どもに手厚く給付支援するのはこれま

でも数回あり大切な事業だが、年金支給が
減額になっている中、子どもを見守っている
高齢者にも今後支援をしてほしい。

理事者：１世帯当たり４，０００円と世帯人数
１人当たり１，０００円の燃料購入チケットを
配布するが、今後考えていきたい。
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一般質問  議:議員／理:理事者

● 公園の利活用について
●「にこにこ地域づくり基金」について

その他の質問
・中部縦貫自動車道県内全線開通を見据えて
・新地方公会計制度について

　
　

市
内
の
公
園
を
見
渡
し
て
も

子
ど
も
た
ち
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遊
ぶ
姿
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さ
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。
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く
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。
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憩
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と
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計
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。
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が
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。
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く
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れ
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。
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、

よ
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、
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が
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地
区
に
課
長
級
・

若
手
の
職
員
２
名
ず
つ
が
担
当
す

る
地
域
担
当
職
員
制
度
を
導
入

し
、
事
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
い
な
が
ら
、
効
果
的
に
進
む
よ

う
努
め
る
。

クーポンを使ってお菓子を食べよう!　　　　
事業名：店舗型和洋菓子店応援クーポン事業

補助金
事業目的：新型コロナウイルス感染拡大や原材

料価格・物価高騰の影響を受け、厳しい経営
状況を強いられている市内の和洋菓子店の
利用を促し、地域経済の活性化を図る。

配布方法：５００円×２枚クーポン付きの広報
プラス版を全戸配布する

使用期間：８月１日～９月３０日
対象店舗：市内店舗型和洋菓子店（感染予防

推進宣言ステッカーが貼ってある店舗）
事業費：２３９万４，０００円
委員：これまでの応援事業は店舗での飲食が

主であったが、今回はテイクアウトが主に
なる。コロナ禍においてはテイクアウトの
方が利用しやすく需要が高いと考えられる
が、仮に予算を超えた場合はどのように対処
するのか。

理事者：予算を超えた場合は、補正予算で対応
したい。

常任委員会・特別委員会報告

● 議会改革特別委員会

　委員会では、勝山市議会議員定数条例の一部
を改正※し、２名削減して１４名とすることに
ついて再度確認を行いました。
　また、タブレットを使用した完全ペーパーレス
化を実施するなど本格的な運用に努めています
が、議会活性化のため有効的な活用方法について
協議しました。
　その他、新型コロナウイルス感染症や大規模な
災害等における議会のオンライン参加導入に向け
て、先進事例を学習していくことを確認しまし
た。このことについて委員からは、実際に試行を
行ってはどうかなどの提案が出されました。

　　※詳細は議会だより第83号を
　　　ご覧ください。

竹
内
和
順
議
員

 

新
風
会
・
公
明

５ 議会だより  かつやま ８４号（２０２２年７月）



一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 勝山市立中学校再編計画について
● 国民健康保険税について

その他の質問
・水道事業について
・大規模店舗について

　
　

公
民（
市
民）・
公
僕（
公
務

員（
市
役
所
職
員））・
公
選
人（
市

民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
議

員）
で
構
成
さ
れ
る
勝
山
市
と
い

う
共
同
体
だ
が
、
公
僕
（
公
務

員）
は「
広
く
公
衆
、
公
共
に
奉

仕
す
る
者
」
の
こ
と
と
あ
り
、
議

員
は「
市
民
の
共
通
利
益
を
代
弁

す
る
た
め
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
れ
ば
、
今

回
の
中
学
校
再
編
計
画
の
主
役・

主
眼
は
、
公
民
た
る
市
民
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

　

な
ぜ
中
学
校
再
編
計
画
案
の
時

点（
令
和
４
年
３
月）
で
提
出
さ

れ
た
市
民
４
２
３
６
人
の
陳
情
が

こ
の
政
策
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
、
結
果
的
に
市
民
の
声
が
生

か
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
説
明
を

求
め
る
。

　
　
今
回
の
陳
情
は
市
議
会
議
長

に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
採

択
は
市
議
会
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
結
果
を

粛
々
と
受
け
と
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
は
執
行
機

関
と
し
て
議
会
が
決
定
し
た
案
件

を
実
際
に
仕
事
と
し
て
実
行
す
る

立
場
で
あ
り
、
中
学
校
再
編
関
連

の
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
が
３

月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
状
況
は
妥
当
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

　
　

厚
生
労
働
省
で
も
問
題
に

な
っ
て
い
る
国
保
だ
が
、
デ
フ

レ
、
コ
ロ
ナ
、
物
価
高
騰
の
現
状

を
考
え
れ
ば
国
保
加
入
者
の
税
の

負
担
軽
減
は
早
急
に
必
要
で
、
次

の
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

・
国
保
の
積
立
基
金（
3.5
億
円）

を
取
り
崩
し
、
加
入
者
１
人
当
た

り
均
等
５
０
０
０
円
を
２
年
間
、

ま
た
は
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
を

減
額
す
る
。

・
国
保
制
度
の
子
ど
も
均
等
割
の

廃
止
を
県
や
国
に
要
望
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
生
ま
れ
た
す
ぐ
の

子
ど
も
や
学
生
か
ら
税
金
を
取
る

な
ど
あ
り
得
な
い
。
市
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
平
成
30
年
度
の
制
度
改
正

後
、
勝
山
市
で
は
繰
越
金
を
活
用

し
て
負
担
増
加
の
抑
制
を
行
い
、

基
金
の
取
り
崩
し
を
行
わ
な
か
っ

た
が
、
今
年
度
は
基
金
を
取
り
崩

し
て
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
均
等
割
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
上
の
課

題
で
あ
り
、
市
町
村
ご
と
の
対
応

で
は
な
く
、
国
の
責
任
で
新
た
な

軽
減
制
度
の
創
設
や
財
政
的
支
援

を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

● 勝山市立幼稚園、保育園の存続について
● 勝山市内の認定こども園経営４法人が市議会議長に提出
　 した要望書に対する支援について

その他の質問
・１４歳以下の子どもの数４１年連続減少更新に対する勝山市の対応について
・子ども子育て日本一について　・勝山弁天桜の存続について

　
　

勝
山
市
内
に
は
現
在
、
勝
山

市
立
幼
稚
園
、
保育
園
と
し
て
成

器
南
幼
稚
園
、
平
泉
寺
保育
園
、

野
向
保育
園
の
３
園
が
存
在
す
る

が
、
い
ず
れ
も
少
子
化
な
ど
の
影

響
で
近
年
、
定
員
割
れ
が
続
い
て

い
る
現
状
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
、
勝
山
市
は
公
営
の
園
の

廃
止
か
存
続
か
を
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
協
議
す
る
と
し
て
い

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園

経
営
４
法
人
が
昨
年
の12
月
議
会

に
お
い
て
市
議
会
議
長
に
対
し

て
、
園
の
統
合
の
問
題
や
こ
れ
か

ら
の
い
わ
ゆ
る
子育
て
支
援
日
本

一
の
具
体
像
の
再
検
討
と
明
示
、

そ
の
た
め
の
検
討
の
場
の
設
置
を

求
め
る
事
項
等
７
項
目
か
ら
な
る

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

市
長
並
び
に
担
当
課
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
勝
山
市
で
は
「
子
育
て
支
援

日
本
一
」
を
目
指
し
て
各
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
令
和
３
年

度
の
出
生
者
数
は
１
０
７
人
と
過

去
最
低
を
記
録
し
、
今
年
度
も
低

迷
を
続
け
て
い
る
。

　
勝
山
市
が
持
続
可
能
な
自
治
体

と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
は
、
少

子
化
に
よ
る
出
生
数
の
激
減
や
年

少
人
口
の
減
少
を
前
提
と
し
た
人

口
減
少
対
応
策
を
し
っ
か
り
と
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
勝
山
市
内
の
南
部
地
域
、
中
部

地
域
で
施
設
を
運
営
す
る
認
定
こ

ど
も
園
経
営
４
法
人
６
施
設
が
市

議
会
議
長
と
市
長
に
提
出
さ
れ
た

要
望
書
の
内
容
確
認
と
現
状
把
握

の
た
め
、
４
法
人
の
理
事
長
や
園

長
、
市
長
を
交
え
た
聞
き
取
り
を

実
施
し
た
他
、
北
部
地
域
の
３
つ

の
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
の
園

長
や
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
長
と

も
意
見
交
換
会
を
行
い
、
地
域
ご

と
の
状
況
も
確
認
し
た
。

　
今
年
度
設
置
す
る
公
立
保
育

園
、
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
は
、
こ
う
し
た
出
生
数
の

減
少
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
集
団

保
育
、
集
団
教
育
へ
の
影
響
や
社

会
福
祉
法
人
の
切
実
な
経
営
状
況

を
踏
ま
え
て
開
催
す
る
も
の
で
、

勝
山
市
の
幼
児
教
育
や
保
育
事
業

へ
の
望
ま
し
い
関
与
の
方
法
に
つ

い
て
も
審
議
す
る
と
と
も
に
、
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
早
期
に
方
向

性
を
定
め
て
い
く
。

久
保
幸
治
議
員

 

日
本
共
産
党

丸
山
忠
男
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 高齢者等バス・タクシー利用促進事業について
● 農薬散布用ドローン教習への補助について

その他の質問
・市内バス停にベンチを設置について　・勝山で「恐竜レース」を
・通知表について

　
　

令
和
３
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応・
地
域
経

済
対
策
事
業
の
１
つ
と
し
て
、
高

齢
者
等
バ
ス・
タ
ク
シ
ー
利
用
促

進
事
業
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
を

再
企
画
す
る
そ
う
だ
が
、
前
回
の

実
績
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
勝
山
市
内
か
ら
市
外
へ

の
移
動
も
可
能
か
ど
う
か
市
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

利
用
実
績
は
、
３
５
９
１
万
２
０

０
０
円
分
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
１

３
８
４
万
８
０
０
０
円
の
利
用
が

あ
っ
た
。
利
用
率
は
４
割
弱
と

な
っ
た
が
、
高
齢
者
等
の
外
出
支

援
や
交
通
事
業
者
の
減
収
に
対
す

る
支
援
に
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
、

市
民
か
ら
再
実
施
や
使
用
期
間
延

長
の
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
６
月
補
正
予
算
案
に
事
業

費
を
計
上
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
制
度
に
お
い
て

は
、
乗
降
場
所
の
い
ず
れ
か
が
勝

山
市
内
で
あ
れ
ば
対
象
と
す
る
こ

と
か
ら
、
ご
質
問
の
市
外
へ
の
通

院
等
へ
の
使
用
に
つ
い
て
も
可
能

と
な
る
。

　
　

集
落
営
農
組
織
な
ど
へ
の
補

助
事
業
の
１
つ
に
農
薬
散
布
用
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
に
対
し
て50
％
補

助
が
あ
る
。
操
縦
技
能
証
明
書
を

取
得
す
る
教
習
費
用
も
高
額
で
自

前
と
な
る
。
高
齢
化
し
て
き
た
農

業
に
は
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
は

将
来
的
に
必
要
な
農
業
機
械
と
考

え
る
が
、
そ
の
教
習
に
補
助
金
を

出
す
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
農
業
分
野
で
は
、
担
い
手
の

減
少
・
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
り

労
働
力
不
足
が
深
刻
で
、
農
林
水

産
省
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
な
ど

先
端
技
術
を
活
用
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
を
推
奨
し
、
そ
の
実
証
事
例

の
中
で
は
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
は
相
当
の

初
期
費
用
や
維
持
管
理
経
費
が

必
要
と
な
る
が
、
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
に
資
格

免
許
の
取
得
維
持
や
機
械
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
な
ど
多
額
の

経
費
が
か
か
る
。

　
農
業
者
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

や
受
益
者
負
担
も
勘
案
し
、
農
業

者
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
支
援

の
必
要
性
や
方
法
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
。

● 地方創生臨時交付金（コロナ禍における原油価格・物価高騰
　 対応分）の活用について
● 子宮頸がんワクチンの任意接種費用の払い戻しについて

その他の質問
・勝山市立中学校再編計画の今後について　・マイナンバーカードの普及について
・リトルベビーハンドブックについて

　
　

４
月26
日
に
政
府
が
決
定
し

発
表
し
た
総
合
緊
急
対
策
に
お
い

て
、
公
明
党
の
強
い
要
請
に
対
し

て
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
拡
充

さ
れ
、
１
兆
円
の「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
い
う
新
た
な
枠
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
昨
今
の
原
油
価
格・

物
価
高
騰
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
よ
る
世
界
経
済
の
不
安

定
化
に
円
安
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
中
、
住
民
の
暮
ら
し
や
事
業
者

を
守
る
手
だ
て
と
し
て
積
極
的
な

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
６
月
補
正
予
算
案
で
は
、
国

の
補
正
で
措
置
さ
れ
た
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
留
保
分
や
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
な
ど
に
加

え
、
前
年
度
決
算
剰
余
金
を
活
用

し
て
総
額
３
億
６
３
４
２
万
９
０

０
０
円
の
勝
山
市
独
自
の
地
域
経

済
対
策
を
計
上
し
て
い
る
。

　
主
な
内
容
は
、
18
歳
以
下
全
員

や
大
学
生
等
に
一
人
当
た
り
６
万

円
を
給
付
す
る
ほ
か
、
全
世
帯
に

一
世
帯
当
た
り
４
０
０
０
円
と
世

帯
人
数
一
人
当
た
り
１
０
０
０
円

の
燃
料
購
入
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
す

る（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
単
価

が
２
倍
）。
ま
た
、
運
送
・
交
通

事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
昨
年
１

年
間
の
燃
料
使
用
量
に
応
じ
１
ℓ

当
た
り
５
円
の
支
援
金
を
交
付
し

て
事
業
継
続
の
下
支
え
を
行
う
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス(

Ｈ

Ｐ
Ｖ)

感
染
を
防
ぐ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
個
別
に
呼
び
掛
け
る

積
極
的
勧
奨
が
今
年
４
月
か
ら
約

９
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
。

　

子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て
、

公
明
党
は
女
性
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め一
貫
し
て
取
り
組
み
、
２

０
１
３
年
度
に
は
定
期
接
種
が
実

現
し
、
今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
も
公
平
な
接
種
機
会
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
確
実
な
実
施
を
求

め
て
い
た
。

　

積
極
的
勧
奨
が
行
わ
れ
て
い
な

い
間
に
自
費
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
方
の
費
用
の
払
い
戻
し
が

問
題
で
あ
り
、
他
の
自
治
体
で
は

実
施
が
広
が
っ
て
い
る
中
、
当
市

で
も
払
い
戻
し
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
本
年
４
月
の
予
防
接
種
法
施

行
令
の
改
正
で
、
平
成
25
年
６
月

か
ら
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え

で
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
可
能
と

な
っ
た
。
今
定
例
会
で
予
算
が
承

認
さ
れ
れ
ば
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対

象
者
で
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

に
自
費
で
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
方
に
接
種
費
用
の
償

還
払
い
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

安
岡
孝
一
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 市道の道路整備計画について
● ごみ処理施設のビュークリーンおくえつについて

　
　

現
市
道
の
道
路
整
備
計
画
に

つ
い
て
、

　

①
市
道
の
総
延
長
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

　

②
直
近
３
年
間
の
舗
装
実
績
は

ど
う
か
。

　

③
市
道
全
体
の
総
合
的
な
整
備

計
画
は
ど
う
か
。

　
①
現
時
点
で
４
４
６
㎞
。

　
②
令
和
元
年
度
は
21
路
線
で

２
．１
㎞
、
令
和
２
年
度
は
27
路

線
で
２
．３
㎞
、
令
和
３
年
度
は

32
路
線
で
３
．０
㎞
。

　
③
該
当
す
る
よ
う
な
総
合
的
な

整
備
計
画
は
な
い
が
、
舗
装
や
ト

ン
ネ
ル
等
の
個
別
施
設
計
画
や
橋

梁
の
長
寿
命
化
計
画
な
ど
、
施
設

ご
と
に
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
舗
装
の
個
別
施
設
計
画
は
、

主
な
幹
線
道
路
で
あ
る
１
、
２
級

の
市
道
82.

６
㎞
を
対
象
と
し
、

平
成
30
年
度
の
路
面
性
状
基
礎
調

査
結
果
を
基
に
作
成
し
て
い
る
。

　
集
落
内
の
生
活
道
路
な
ど
１
、

２
級
以
外
の
市
道
は
、
地
区
要
望

や
職
員
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
基

に
舗
装
の
状
況
を
確
認
し
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て
い
る
。

特
に
緊
急
性
の
あ
る
も
の
は
、
職

員
が
直
ち
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　

大
野
、
勝
山
の
ご
み
処
理
を

一
手
に
担
い
、
市
民
生
活
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
て
い
る
が
、

　

①
こ
の
施
設
の
起
債
償
還
年
数

は
ど
う
か
。

　

②
こ
う
い
っ
た
施
設
に
は
、
耐

用
年
数
の
問
題
が
つ
い
て
ま
わ
る

が
、
長
寿
命
化
を
果
た
す
た
め
に

は10
年
か
ら15
年
ご
と
に
大
規
模

な
改
良
事
業
が
望
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
大
規
模
改
良
事

業
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
①
平
成
18
年
６
月
に
竣
工
し

た
ご
み
処
理
施
設
「
ビ
ュ
ー
ク

リ
ー
ン
お
く
え
つ
」
建
設
の
た
め

の
起
債
額
は
48
億
６
６
９
０
万
円

で
、
ピ
ー
ク
時
に
は
元
金
と
利
息

を
合
わ
せ
て
年
間
４
億
５
０
０
０

万
円
余
り
を
償
還
し
、
令
和
２
年

度
に
終
了
し
た
。

　
②
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ

は
、
竣
工
か
ら
ま
も
な
く
16
年
が

経
過
し
、
劣
化
や
経
年
的
な
機
能

低
下
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
設
備

の
現
状
や
補
修
履
歴
等
を
把
握
し

た
う
え
で
効
率
的
な
基
幹
的
設
備

改
良
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
は
長
寿
命
化
総
合
計

画
を
策
定
し
、
同
計
画
に
基
づ
き

性
能
条
件
を
設
定
す
る
発
注
仕
様

書
等
を
作
成
し
、
令
和
５
年
度

か
ら
改
良
工
事
を
行
う
計
画
で

あ
る
。

● 子供を安心して育てられる市政について

　
　

認
定
こ
ど
も
園
に
は
１
号
、

２
号
、
３
号
の
保
育
認
定
が
あ

り
、
１
号
認
定
は
預
け
ら
れ
る
時

間
が一
般
的
に
は
８
時30
分
か
ら

14
時30
分
ま
で
の
６
時
間
程
度
な

の
に
対
し
て
２・
３
号
認
定
は
預

け
ら
れ
る
時
間
が
、
原
則
、11
時

間
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
市
は
共
働
き
の
家
庭
が60
％

以
上
あ
り
、
必
然
的
に
２・
３
号

認
定
の
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
認
定
こ
ど
も
園
全
体
と
し
て

は
充
足
率
が
１
０
０
％
を
超
え
て

お
ら
ず
、
保育
ス
ペ
ー
ス
も
保育

士
の
人
数
も
十
分
に
足
り
て
い
る

が
、
た
ま
た
ま
２・
３
号
認
定
の

充
足
率
が
１
０
０
％
を
超
え
て
い

る
認
定
こ
ど
も
園
に
、
近
く
に
住

ん
で
い
る
市
民
が
０
歳
児
を
夏
か

ら
入
園
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
要
望

を
出
し
た
場
合
の
当
市
と
し
て
の

考
え
方（
認
可
の
可
否
判
断
の
考

え
方）
を
問
う
。

　
　
出
生
数
等
に
よ
る
未
就
学
児

童
の
人
口
推
移
や
施
設
の
利
用
状

況
等
に
よ
り
、
将
来
的
な
展
望
に

立
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
第
２
期
勝

山
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
保
育
の
必
要

性
が
あ
る
子
ど
も
の
見
込
み
量
に

対
し
定
員
設
定
・
見
直
し
を
適
正

に
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
保
育
事
業
を
提
供
す
る
区

域
は
勝
山
市
全
体
を
１
区
域
と
し

て
設
定
し
、
居
住
地
や
勤
務
地
近

く
の
施
設
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　
勝
山
市
全
体
で
認
定
こ
ど
も

園
・
保
育
園
の
２
・
３
号
の
総
定

員
は
７
１
５
名
だ
が
、
６
月
１
日

現
在
の
在
籍
数
は
６
３
３
名
、
充

足
率
88.

５
％
で
待
機
児
童
は
い

な
い
。（
園
に
よ
っ
て
は
１
０
０
％

に
達
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
）

　
国
に
お
い
て
各
認
定
こ
ど
も

園
・
保
育
園
に
お
け
る
定
員
の

遵
守
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
保
育

事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め

に
も
定
員
超
え
の
入
園
は
適
当
で

は
な
い
と
考
え
る
が
、
兄
弟
や
姉

妹
の
下
の
子
の
入
園
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
の
子
育
て
負
担
を
考

慮
し
て
柔
軟
な
受
け
入
れ
を
し
て

い
る
。

　
第
１
希
望
の
園
が
定
員
を
超
え

て
入
園
で
き
ず
に
第
２
希
望
の
園

に
入
園
し
た
場
合
、
保
護
者
の
状

況
を
聞
き
な
が
ら
最
大
限
に
配
慮

し
、
翌
年
４
月
に
は
優
先
的
に
希

望
の
園
に
転
園
で
き
る
よ
う
し
て

い
る
。

　
で
き
る
だ
け
保
護
者
の
希
望
に

沿
う
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

高
間
清
一
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 勝山市地方創生総合戦略について
● 関係人口について

その他の質問
・シティプロモーションについて
・フィルムコミッションについて

　
　

平
成27
年
度
を
初
年
度
と
す

る
５
か
年
計
画
で
勝
山
市
地
方
創

生
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
。

①
第
１
期
地
方
創
生
総
合
戦
略
お

よ
び
地
方
創
生
交
付
金
事
業
に
お

い
て
数
値
目
標
を
定
め
て
お
り
、

重
要
戦
略
に
係
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
重
要

業
績
評
価
指
標・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
進
捗

状
況
と
達
成
状
況
は
ど
う
か
。

②
勝
山
市
の
現
状
の
課
題
、
問
題

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
重
要

業
績
評
価
指
標・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
な
ど
第

２
期
総
合
戦
略
に
活
か
し
て
い
く

の
か
。

　
　
①
第
１
期
総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
21

項
目
の
う
ち
観
光
入
込
客
数
や
観

光
消
費
額
な
ど
観
光
関
連
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
な
ど
９
項
目
が
未
達
成
。

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
28
項
目
の

う
ち
20
項
目
が
未
達
成
。
市
が
取

り
組
ん
で
き
た
交
付
金
事
業
の
ほ

と
ん
ど
が
観
光
関
連
の
事
業
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

②
第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、
現
在

の
定
住
人
口
の
減
少
や
観
光
客
数

の
伸
び
悩
み
を
踏
ま
え
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
た
な

視
点
で
の
戦
略
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

関
係
人
口
と
は
、
移
住
し
た

定
住
人
口
で
は
な
く
観
光
に
来
た

交
流
人
口
で
も
な
い
、
地
域
や
地

域
の
人
々
と
多
様
に
か
か
わ
る

人
々
の
こ
と
を
指
す
。

①
勝
山
市
と
し
て
、
関
係
人
口
に

対
す
る
見
解
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
目
的
に
応
じ
た
関
わ
り
方
が
で

き
る
よ
う
地
域
と
関
係
人
口
の

マッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
む
た
め
、

受
け
入
れ
態
勢
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
①
関
係
人
口
の
創
出
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
や
地

場
産
業
の
後
継
者
不
足
等
の
課
題

に
対
し
、
地
域
外
人
材
の
知
見
や

ス
キ
ル
を
借
り
る
こ
と
で
解
決
の

糸
口
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

②
高
速
交
通
網
の
整
備
進
展
に
よ

り
、
市
民
と
市
外
県
外
の
人
々
と

の
交
流
等
が
期
待
さ
れ
る
。
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
等
で
都
市
人

材
と
の
接
点
を
増
や
し
、
市
民
や

事
業
者
、
行
政
等
が
連
携
し
て
関

係
人
口
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整

え
て
い
く
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
会
館
職
員

等
を
中
心
と
し
て
、
機
会
を
捉
え
、

地
域
の
取
り
組
み
と
関
係
人
口
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
。

● １８歳で社会人としてがんばっている若者への
　 支援について

その他の質問
・にこにこ地域づくり交付金事業について　・観光看板と標識について
・新型コロナワクチン接種について

　
　

６
月
補
正
予
算
案
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
、

物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
た

経
済
・
地
域
振
興
対
策
と
し
て

「
か
つ
や
ま
っ
子
元
気
応
援
臨
時

給
付
金
」18
歳
以
下
の
子
ど
も
１

人
当
た
り
６
万
円
を
給
付
、「
学

生
応
援
臨
時
特
別
給
付
金
」
大
学

生
等
に
１
人
当
た
り
６
万
円
を

給
付
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
市
民

の
生
活
支
援
策
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
高
校
を
卒
業
後
、

就
職
し
た
若
者
へ
の
支
援
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
若
者
た

ち
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
、
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
い
る
の
は
同
じ
で
あ

る
。
大
学
生
等
と
同
様
に
勝
山
市

民
と
し
て
支
援
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
同
時
進
行
す
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
に
直
面
す
る
収
入
の
な

い
方
々
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援

策
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
２
年
度

に
実
施
し
た
「
か
つ
や
ま
っ
子
元

気
応
援
臨
時
給
付
金
」
の
対
象
を

満
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
子

育
て
世
代
ま
で
拡
大
し
、
給
食
費

等
へ
の
補
填
も
視
野
に
６
万
円
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
減
少

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
18
歳
以
上
の

大
学
生
等
の
学
業
継
続
を
支
援
す

る
た
め
、
「
学
生
応
援
臨
時
特
別

給
付
金
」
と
し
て
同
じ
く
６
万
円

の
給
付
金
を
支
給
し
た
い
。

　
議
員
ご
提
案
の
と
お
り
、
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
は
学
生
等
に
限

ら
ず
全
て
の
方
の
生
活
に
影
響
が

あ
る
が
、18
歳
の
方
も
含
め
若
い
方

で
社
会
人
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
方
は
経
済
的
自
立
が
で
き
て
い

る
と
の
判
断
か
ら
、「
か
つ
や
ま
っ

子
元
気
応
援
臨
時
給
付
金
」
、

「
学
生
応
援
臨
時
特
別
給
付
金
」

は
満
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

世
帯
や
大
学
生
等
を
対
象
に
集
中

し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

近
藤
栄
紀
議
員
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Ｇ
Ｗ
中
に
か
つ
や
ま
恐
竜
の

森
の
広
場
で
行
わ
れ
た
「
恐
竜

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ま
つ
り
」
で
は
、

ま
ち
な
か
誘
客
の
面
で
足
り
な
さ

を
感
じ
た
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
市
内
飲
食
店

か
ら
相
互
協
力
の
意
思
を
聞
い
て

い
る
が
、
観
光
の
産
業
化
を
目
指

す
勝
山
市
と
し
て
現
在
の
状
況
を

ど
う
把
握
し
、
今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
事
業
拡
大
や
事
業
転
換
の
支

援
と
し
て
実
施
し
た
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
存
在
が
、
市
民
に
認
識
さ

れ
、浸
透
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
の
ほ
か
に
市
内
の
各
観
光
地

に
も
出
店
し
て
お
り
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
巡
り
、
市
内
観
光
地
も
周

遊
す
る
な
ど
新
し
い
楽
し
み
方
の

提
案
も
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

毎
月
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
情
報

を
広
く
周
知
し
て
い
く
。

　
　

道
の
駅
に
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

店
主
と
協
力
し
、
早
速
、
関
係
人

口
を
増
や
せ
た
事
例
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
今
後
も
増
や
し
て
い

き
た
い
。

　
　
現
在
、
勝
山
市
に
転
入
し
て

き
た
、
ま
た
は
転
入
を
考
え
て
い

る
方
と
話
を
し
て
い
る
。

　

独
自
調
べ
に
よ
る
と
、
共
通
の

問
題
視
に
上
げ
る
項
目
が
ネ
ッ
ト

環
境
が一
位
、
次
い
で
家
屋
、
収

入
、
雪
の
順
で
あ
っ
た
。「
ネ
ッ

ト
環
境
を
整
え
た
空
き
家
の
改
築

の
必
要
性
」
と
恐
竜
学
部
発
足
時

の
学
生
も
対
象
と
な
る「
単
身
者

の
賃
貸
物
件
の
増
」
が
必
要
だ
と

感
じ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
物
件
や
地

理
的
条
件
に
合
う
物
件
な
ど
の
登

録
物
件
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
な
ど
を
行
い
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
も
含
め
学
生
や
単
身
者
な
ど

が
利
用
し
や
す
い
賃
貸
物
件
が

増
え
る
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て

い
く
。

　
今
後
も
空
き
家
を
地
域
の
資
源

と
し
て
活
用
促
進
の
支
援
を
し
て

い
く
。

　
　

せ
っ
か
く
良
い
施
策
を
し
て

い
て
も
Ｐ
Ｒ
人
口
が
足
ら
な
さ
過

ぎ
る
。
根
幹
の
人
口
減
少
問
題
解

決
の
た
め
に
も
、
市
外
へ
の
発
信

強
化
へ
の
協
力
を
願
う
。

一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 防災部署の女性配置について
● 小中学生のうつ状況について

その他の質問
・災害時の安否不明者の公表について　・家庭用ごみ袋について
・教師不足について

　
　

内
閣
府
が
都
道
府
県
と
全
国

の
市
区
町
村
を
対
象
に
女
性
の
防

災
部
署
の
配
置
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
61.

９
％
の
市
町
村
で
防

災・
危
機
管
理
部
に
配
属
さ
れ
て

い
る
女
性
職
員
が
０
で
、
避
難
所

運
営
や
備
蓄
用
品
に
女
性
の
視
点

が
反
映
さ
れ
に
く
い
現
状
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し

て
、
休
日
の
緊
急
対
応
や
災
害
時

の
長
時
間
勤
務
等
、
自
治
体
が
男

性
の
配
属
を
優
先
し
、
女
性
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
職
場
で
定
着
が
困

難
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　

勝
山
市
の
現
状
と
今
後
の
対
応

を
伺
う
。

　
　
県
内
17
市
町
で
は
、
勝
山
市

を
含
む
７
市
町
で
防
災
部
署
に
女

性
職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

全
体
の
総
配
置
職
員
数
に
占
め
る

女
性
職
員
数
の
割
合
は
14
％
と

な
っ
て
い
る
。
夜
間
の
緊
急
対
応

や
泊
ま
り
込
み
が
必
要
と
な
る
た

め
、
子
育
て
や
家
庭
で
の
負
担
の

大
き
い
女
性
に
対
す
る
配
慮
が
、

結
果
的
に
女
性
職
員
の
配
置
が
で

き
て
い
な
い
理
由
で
あ
る
。

　
一
方
、
避
難
所
管
理
責
任
者
や

運
営
担
当
職
員
に
は
、
原
則
、
女

性
職
員
を
１
名
以
上
配
置
し
、
災

害
時
に
極
力
ス
ト
レ
ス
な
く
避
難

で
き
る
環
境
を
作
れ
る
よ
う
運
営

体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

子
ど
も
の
生
活
や
健
康
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生

の
１〜
２
割
に
う
つ
症
状
が
見
ら

れ
た
。
重
症
度
の
高
い
う
つ
症
状

を
示
す
児
童・
生
徒
ほ
ど「
す
ぐ

誰
か
に
相
談
す
る
」
と
回
答
し
た

割
合
が
低
く
、「
誰
に
も
相
談
し

な
い
で
様
子
を
見
る
」
と
回
答
し

た
割
合
が
高
く
、
家
庭
内
で
抱
え

込
む
傾
向
も
浮
き
彫
り
に
な
り
、

担
当
者
は「
正
し
く
理
解
し
、
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
う

つ
症
状
と
み
ら
れ
る
児
童・
生
徒

は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
現
在
、
勝
山
市
に
お
い
て
、
う

つ
症
状
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

　
学
校
で
は
、
日
頃
か
ら
健
康
観

察
や
授
業
を
通
し
て
児
童
生
徒
の

表
情
や
様
子
を
観
察
し
、
先
生
同

士
で
の
情
報
共
有
の
ほ
か
、
定
期

的
に
個
人
面
談
を
行
っ
た
り
保
護

者
か
ら
家
庭
の
様
子
を
聞
い
た
り

し
て
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
支
援
が
必
要
な
児
童
に
は
、
担

任
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

保
護
者
等
と
チ
ー
ム
と
し
て
様
々

な
対
応
を
し
て
い
る
。

● キッチンカーと観光について
● 転入者等に向けた空き家の利活用の取り組みに
　 ついて

松
本
聖
司
郎
議
員
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一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 新型コロナ対応についての確認と指摘

その他の質問
・勝山市立中学校再編計画について

　
　

①
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の「
ワ
ク
チ
ン

接
種
歴
別
の
新
規
陽
性
者
数
」
で

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴「
未
記
入

者
」数
を
ワ
ク
チ
ン「
未
接
種
者
」

数
に
加
算
し
、
本
来
は
ほ
と
ん
ど

の
年
代
で
低
い
感
染
率
の
未
接
種

者
を
高
い
感
染
率
に
見
せ
て
い
た

件
。（
専
門
家
か
ら
の
指
摘
を
受
け

て
５
月11
日
以
降
は
未
記
入
者
を

接
種
歴
不
明
に
再
分
類
さ
れ
た）

　

②
厚
労
省
が
作
成
し
た
パ
ン
フ

レッ
ト「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
心
筋
炎
、
心
膜
炎
に
つ

い
て
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
言

と
数
字
が
間
違
っ
て
い
て
、
あ
た

か
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
方
が
心

筋
炎
、
心
膜
炎
の
リ
ス
ク
が
低
い

よ
う
に
み
せ
て
い
た
比
較
グ
ラ
フ

の
件
。（
現
在
も
Ｈ
Ｐ
等
で
全
国

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る）

　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
添
付

文
書
が
改
訂
さ
れ
て
も
周
知
さ
れ

な
い
件
。

　

①〜
③
は
、
市
民
が
自
身
の
安

心
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
判

断
材
料
で
あ
る
が
、
市
は
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
が
作
成
、
公
表
し
て
い
る
資
料

で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
市

で
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
接
種
券
送
付
時
に
国
が

示
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種

に
つ
い
て
の
説
明
書
」
を
送
付

し
、
若
い
方
、
特
に
男
性
に
心
筋

炎
や
心
膜
炎
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

る
こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。
説
明

書
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
投

与
方
法
、
注
意
点
、
副
反
応
等
に

つ
い
て
記
載
し
て
あ
り
、
そ
れ
以

上
の
詳
細
な
内
容
は
、
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
よ
う
案
内
し
て
い
る
。
添
付

文
書
の
改
訂
に
つ
い
て
も
詳
細
な

内
容
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
様
々
な
意

見
や
情
報
が
あ
る
が
、
市
民
が
安

心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
市
と
し

て
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　
　

私
は「
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
の
情
報

に
改
ざ
ん
や
間
違
い
が
あ
っ
た
こ

と
が
発
覚
し
て
い
る
。
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、「
各
Ｈ
Ｐ
を

確
認
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
が
、

高
齢
化
等
の
こ
と
も
あ
り
、
苦
手

な
方
が
多
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
は
ず
。
だ
か
ら
こ
そ
、
紙
面
で

の
情
報
周
知
が
重
要
で
あ
る
と
再

三
指
摘
し
て
い
る
。
小
さ
い
市
だ

か
ら
こ
そ
市
民
に
寄
り
添
え
る
市

政
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

● 中学校を勝山高校の敷地内に建設する計画の
　 問題点と対応について

その他の質問
・参議院選挙の争点と、地方自治体への影響について

　
　

①
中
学
校
を
勝
高
の
敷
地
に

建
設
す
る「
ね
ら
い
」
の
特
徴
は

「
勝
高
を
存
続
さ
せ
る
」
こ
と
だ

が
、
油
谷
教
育
長
も
同
じ
認
識
か
。

　

②
義
務
教
育
全
て
の
中
学
校
に

と
っ
て「
高
校
と
の
同
居
型
連
携
」

が
ど
う
し
て
も
必
要
な
教
育
環
境

な
の
か
。

　

③
県
教
委
は
小
規
模
高
校
の
存

続
を
決
め
た
が
、
そ
の
条
件
は

「
中
学
校
と
の
同
居
型
連
携
」
な

の
か
。

　

④
前
教
育
長
は
、
遠
距
離
通
学

が
小
学
校
で
は
人
口
流
出
の
要
因

に
な
る
が
、
中
学
校
で
は
問
題
な

い
と
答
弁
し
た
が
、
油
谷
教
育
長

も
同
じ
考
え
か
。

　

⑤
小
中
高
の
先
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
代

表
な
ど
で
構
成
す
る
準
備
会
が

「
勝
高
敷
地
内
に
建
設
す
る
こ
と

の
是
非
の
判
断
」
が
で
き
る
の

か
。
準
備
委
員
に「
住
民
の
合
意

を
得
る
」
こ
と
を
担
わ
せ
る
の
は

無
茶
で
は
な
い
か
。

　

⑥
中
学
校
の
統
廃
合
は
地
域
に

よ
っ
て
意
見
が
違
う
こ
と
も
起
こ

り
う
る
。
地
域
同
意
が
得
ら
れ
な

い
中
学
校
区
の
意
見
を
無
視
し
て

強
行
す
る
の
か
。

　
　
①
中
学
校
の
統
合
に
あ
た
っ

て
、
地
元
の
勝
山
高
校
と
連
携
し

た
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
、
中
学

生
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
の
育

成
な
ど
大
き
な
教
育
効
果
を
得
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
高
連
携

の
効
果
と
し
て
勝
山
高
校
へ
の
進

学
率
が
向
上
す
る
こ
と
は
期
待
で

き
る
が
、
こ
れ
を
最
優
先
事
項
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
②
中
学
校
の
設
置
や
地
元
高
校

と
の
連
携
の
あ
り
方
は
、
各
地
域

の
様
々
な
実
態
を
踏
ま
え
て
判
断

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
③
ご
指
摘
の
こ
と
を
条
件
と
は

し
て
い
な
い
。

　
④
中
高
連
携
に
よ
っ
て
入
学
し

て
学
び
た
い
と
考
え
て
も
ら
え
る

よ
う
魅
力
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な

ど
編
成
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
た
い
。

　
⑤
再
編
準
備
委
員
会
設
置
は
条

例
等
議
会
で
認
め
て
い
た
だ
い

た
。
保
護
者
代
表
か
ら
は
事
前
に

聞
い
て
き
た
保
護
者
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
持
ち
帰
っ
て
役
員
会
な

ど
で
意
見
を
聞
き
た
い
な
ど
の
発

言
が
あ
っ
た
。
当
委
員
会
で
の
協

議
結
果
は
市
議
会
や
市
民
に
お
示

し
し
、
判
断
い
た
だ
き
た
い
。

　
⑥
再
編
準
備
委
員
会
や
専
門
部

会
で
は
、
様
々
な
課
題
を
踏
ま
え

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。
新
中
学

校
の
教
育
内
容
や
教
育
環
境
等
に

つ
い
て
、
校
区
別
の
説
明
会
等
で

説
明
し
、
意
見
を
伺
う
と
と
も
に

計
画
の
推
進
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

中
山
光
平
議
員

 

市
民
の
会

山
田
安
信
議
員

 

日
本
共
産
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１１ 議会だより  かつやま ８４号（２０２２年７月）



　世界で一番審査が厳しいとされる写真
投稿サイト「１ｘ」に、越前大仏をバックに
した写真が最高位のAwardedを受賞し
た。全世界から投稿される写真の１％に満
たぬ作品に与えられる賞であり、証明書も
発行される。撮影者の末政光昭さん、
miyuさんは写真家とモデルのご夫婦で活
動をされており、越前大仏を含んで投稿
した写真の７枚中３枚がAwardedを
受賞。この写真を見て当地を訪れる写真好きの観光客も増えてきており、注目が集まっている。１０月
２３日（日）開催の大仏イベントでも担当カメラマンとしての参加が決まっており、越前大仏、勝山市
を世界に発信していく足掛かりとなることが期待される。　　　　　　　　　  （松本　聖司郎 記）

越前大仏
　 世界へ！？

《議会広報特別委員会》
　　委員長 下 道 惠 子　副委員長 松本聖司郎　 中 山 光 平　 冨士根信子　 久 保 幸 治

総務文教厚生委員会､建設産業委員会､全員協議会
福井県北陸新幹線建設促進同盟会総会（越前市）
北陸新幹線建設促進大会・北陸新幹線建設促進
同盟会総会（東京都）
全国市議会議長会定期総会（東京都）
全国市議会議員共済会代議員会（東京都）
全員協議会
中部縦貫自動車道大野油坂道路整備促進大会（大野市)
勝山市水防協議会
本会議、全員協議会
勝山恐竜クロカンマラソン
本会議（一般質問）、議会運営委員会
本会議（一般質問）、議会広報特別委員会
総務文教厚生委員会
建設産業委員会
予算委員会

4月28日(木)
5月15日(日)

24日(火)

25日(水)
26日(木)
27日(金)
29日(日)
30日(月)

6月 7日(火)
12日(日)
13日(月)
14日(火)
15日(水)
16日(木)
17日(金)

18日(土)
20日(月)

23日(木)

25日(土)
7月 1日(金)

6日(水)
7日(木)

11日(月)
12日(火)
15日(金)
16日(土)
23日(土)
27日(水)

福井県消防操法大会激励会、勝山市防犯隊総会
議会改革特別委員会、議会運営委員会、議会広報
特別委員会
総務文教厚生委員会、議会運営委員会、全員協議
会、建設産業委員会、本会議
かつやまこども恐竜LABO結成式
消防ポンプ操法訓練激励
勝山市交通対策協議会、社会を明るくする運動式典
滋賀県東近江市行政視察受入（会派）、全国高速
自動車道市議会協議会（福島県～8日）
議会広報特別委員会
夏の交通安全県民運動市内巡回
議会広報特別委員会
「勝山自然塾」オープニングセレモニー
勝山市戦没者追悼式
勝山市表彰審査委員会

　胡瓜・茄子・ジャガイモなどの新鮮な地野菜が、恐竜渓谷かつやま道の駅や各地区の農産物直売所に並んでいます。
田んぼには稲が青い空に向かってシャンと背を伸ばし、来たる収穫の時期を待っているようです。
　さて、市のいろいろな行事やイベントもコロナ感染対策をするのが条件で行われるようになり、先日は恐竜クロカン
マラソンが4年ぶりに開催されました。ご家族連れも多く、楽しそうに走る姿や子どもたちの弾けた声を聞いていると、
これが普通で当たり前の幸せだったんだと改めて感じているこの頃です。これから益々暑くなりますので、農作業や外で
の行事には帽子・飲み物携帯など熱中症対策を充分にしてお出かけください。　　　　　　　　  　（ 下道　惠子 記 ）

Facebook議会中継動画

撮影者　Hyperstudio 末政光昭、miyu
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